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WB 1:1000-1:5000,IHC 1:200-1:500,1P 1:20-1:50

Calculated MW:139 kDa; Observed MW:130-250 kDa
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140kDa — WM —
98KDa —

63KDa —

49KDa —

39KDa —
34KDa —
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、反応サイクル中にアスパラギン酸リン酸中間体を形成することを特徴とするP型一次イオン輸送ATPaseファミリーに属する。これらの酵素は、非常に大きな濃度勾配に逆らって真核細胞から二価カルシウムイオンを除去し、細胞内カルシウム恒常性維持に重要な役割を果たす。哺乳類の細胞膜カルシウムATPaseアイソフォームは、少なくとも4つの別々の遺伝子によってコードされており、これらの酵素の多様性は転写産物の選択的スプライシングによってさらに増大する。異なるアイソフォームおよびスプライスバリアントの発現は、発生、組織および細胞型特異的な様式で制御されており、これらのポンプは特定の細胞および組織の生理学的ニーズに機能的に適応していることを示唆している。この遺伝子は、細胞膜カルシウムATPaseアイソフォーム1をコードしている。異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写産物バリアントが同定されている。[RefSeq提供、2008年7月]
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	PMCA1 ウサギモノクローナル抗体を 1:2000 で使用した T24 細胞抽出物のウエスタンブロット分析。

